

　　　　八月誌上句会

　努力の努は一文字で「ゆめ」と読むと辞

書にある。意味は「夢」とは違うところに

あるようだが、努力の汗は「夢」に繋がる

ものだろう。さらに努を二つ重ねて「ゆめ

ゆめ」と読む。「努々忘れない」などと使

う。今五輪はそんな景色を鮮明に具現した。

　　新葉館さんへ

締め切り・選者などは信子さんが作成し、

そちらに届けられます。

お願い

一階八斗？　　　？の「ろく」が出ません。

修正　よろしくお願いいたします
時事吟（一）　池田漫遊選

誰も居ぬマスク外して深呼吸　克己

愛国の牙が自由を黙らせる　誠

メモ読まず新鮮さすら小池知事　洋二

どの党も濃ゆいメイクのマニフェスト　ふじのひろし

だんじりがうずうずしてる曲がり角　省三

復興の五輪福島無観客　全澄

品格を新横綱に求めます　桂ひろし

マスク無しではマスクも買いに行けません　くんじろう

今日やっとアストラゼネカ打ちました　一筒

チョー暑いセミの合唱フェルマータ　紀子

始まればテレビ桟敷にしがみつく　克己
気構えの差に照ノ富士朝乃山　誠

梅雨明けは雷よりも降水帯　洋二

社の金で飲めなくなったオンライン　ふじのひろし
100歳と言ってみたいな元気なら　正

不要不急に僧侶の経の短かさよ　寿子

今朝もまだ葱をきざめる幸せね　ばっは
核家族に小玉西瓜が良く売れる　晃朗

大臣は不意の質問答えない　正和

飲み足らぬお方はどうぞ京都まで　武彦
コロナ禍をふと忘れさすアスリート　朝子

プーチンは北方領土エサにして　完司

うっかりと歳取っちゃった日本国　心平太

人類がまけた証の無観客　おさ虫

五輪やる手の平返すマスコミも　一晃

天神祭はないが鰻は食べておく　義

菅政権メダル欲しいとあれこれと　賀部博

保護を待つ子どもが増える青い星　堅坊

黒い雨七十六年降り続き　勝久

銀行も酒屋も胸をなでおろす　幸三

上等兵ずらりと並ぶ村の墓地　ダン吉

オリンピックでスケボー知った戦中派　淳
出来ちゃった婚のようだねオリンピック　秀夫

競技場屋根で観客「０」を告げ　万彩

低地は浸り高台は流される　紘一

二回目を打った安堵の大ジョッキ　螢柳

金メダル地道な努力した証し　登美

陳謝した不正も社長替えただけ　知栄

両手に鯛やっと掴んだ照ノ富士　恵津子

挨拶が虚しく響く無観客　八斗★

異次元のルース再現翔タイム　洋志

被災地の土の中から不整脈　頼夫

ローレライよりも恐怖のライン川　万彩

最初はグー開いてみたら金メダル　俊一

コロナすら選挙ゲームの中の駒　漫遊

時事吟（二）　杉本光代選

マスコミは手のひら返し金メダル　省三

ロックダウンできぬ五輪はいま佳境　誠

千年の樟の根元でスクワット　紀子

始まると夢中オリパラ反対派　完司

あの頃の金の卵も歳を取り　心平太

猛暑日が続いたおかげ蚊がいない　完司

無免許を知らぬ都民の票を食う　幸三

ドトールで足止めを食うゲリラ雨　恵津子

82歳が宇宙旅行の夢叶え　和代

自然から過ぎたる盛り土暴かれる　幸三

五輪だけひらき混乱する世相　紀乃

蜂の巣をつつき五輪は無観客　恵津子

三寸の口先だけでまつりごと　淳

デジタル化きっと余るよ公務員　堅坊

菅が支持賭けた五輪で急降下　鈍甲

チャイナの壁破ったペアにあっぱれを　康信

不正三菱他社もしてるといいたいか　賀部博

メンタルも才能のうちオリンピック　義

けちばかり付ける何んとか専門家　清

アマゾンの次の一手に眼を凝らす　賀部博

お遊戯もやがて加わるオリンピック　勝久
シソ茗荷大谷さんのホームラン　知栄

づぼらやで飲んだアイツも逝きました　一筒

気の緩み叱るコロナのリバウンド　順久

すんなりと非を認めないのが総理　正和

要注意信号のある交差点　ふじのひろし

押し切ってバッハ会長ご満悦　久美子

夢だけは沢山買ったジャンボくじ　正和

東京五輪やってるらしいそうですか　唯修

五輪にうかれ数はねあがる感染者　いそこ

太陽光コストで勝った原発に　秀夫

詐欺というキャリアのついた二官僚　万彩

軒先に密にて騒ぐツバメ来る　和美

水際をくぐるオリパラ陽性者　秀子

人より努力苦労の汗の金メダル　廣子

質問にのらりくらりの癖がつき　克子

生と死が綱引きをするＩＣＵ　頼夫

今日もまた妻の線状小言帯　紘一

予約には一日棒に振ったのに　克己

三分の宇宙旅行へ億の金　螢柳

歓声はなくても弾む金メダル　八斗★

品と格かなぐり捨てた綱の意地　茶助

ほころびた自粛にほくそ笑むコロナ　洋志

元気いっぱいのひまわりにブレがない　寿子財界の君子五輪に近寄らず　漫遊
断捨離をいそげいそげと蝉しぐれ　光代

時事吟（三）　加山勝久選

お料理の時間ですよと妻の声　准一

夏休み子供の声が聞こえない　克己

無観客テレビの前の眼は本気　尚

若い血を追い求めてるグルメな蚊　ふじのひろし

男爵から花贈られて百合姫　光代

金色は一面銀色は社会面　茶助

半夏生月下美人と夜を明かす　心平太

潤沢が足らなくなっていく不思議　武彦

全勝をしても文句のつく相撲　万彩

能もなく緊急事態くり返す　鈍甲

飲む打つ買う負けてませんよ三刀流　洋二

無観客無声のアリーナに拍手　いそこ

五輪には反対テレビでは見たい　俊一

夏休みの絵が暗いですコロナ禍で　はこべ

ギャル御輿ぐらいはやってほしかった　唯修

マスク眼鏡美人不美人わからない　ばっは

へたりこんでいるのは犬じゃありません　ダン吉

総選挙負け数へらす策の菅　康信

大臣が本音を吐いたため謝罪　晃朗

麦ご飯戦争時代よみがえる　桂ひろし

五輪には遠く鈍足ウォーキング　完司

コロナ禍のデマに一役ツイッター　正
デジタル化検査不正で先手取り　漫遊

小池知事謎のトーンの急降下　正治

組織委のメンバーですと名乗れない　紘一

ワクチンを打たぬと行けぬ老人会　正和

西村と酒屋が犬と猿になる　順久

都議選に顔出すだけの強い知事　幸三

もう後がないヒロシマの黒い雨　誠

競技者の鍛錬されたシルエット　登美

無観客夢のチケットまぼろしに　洋志

コロナ禍の気まぐれ飲屋狙い撃ち　清

ワクチン数サバを読んでた菅総理　秀夫

内村も人の子落ちることだって　螢柳

感染者増える嘆きの棒グラフ　頼夫

山と海川も危険でどこに住む　克子

宣言の裏で三密お膝元　美智代

我が家でも妊娠計画先送り　賀部博
改憲論閉じ込めて折る紙の鶴　常男

紙面割り五輪と五波の鬩ぎ合い　省三
７億も要らんがサマーくじを買う　久美子
復興が希薄に歓声なき五輪　知栄

原発が出番うかがう脱炭素　淳

父さんと蜜を避けたい洗濯機　くんじろう

アドバルン大きく掲げれどすぐしぼみ　勝久

時事吟（四）　井上一筒選

夾竹桃も微笑む黒い雨訴訟　鈍甲

神様も接種終えたと聞いている　ふじのひろし

観るだけの五輪にしてしまうコロナ　順久

牛も食むコーン毎日飽かず食む　紀子

日本は優しいおくるみのバッハ氏　美春

弁当を大量廃棄する五輪　康信

バッハ氏は巨利の一部をＷＨＯへ寄付　漫遊

傷ついた国がこんなにある五輪　誠

判定にドローンがとぶ競技場　登美

ひどいですダンボールベッドの破壊　信子

メダル数秋の選挙の応援歌　省三

まん防と緊急事態決めるだけ　勝久
スケボーを「やべーっ」「スッゲー」と盛り上げる　和代

バッハさん挨拶が長かったナァ　一晃

次のオリンピックまで生きるぞと思う　義

打つ前から倦怠感がある総理　おさ虫

国産の土用鰻で対コロナ　美智代

爺が見るテレビの五輪大音響　ゆみ

暑さにはキムチ納豆ニラ玉子　完司

大欠伸女忘れているマスク　朝子

無観客でも五輪出来ればいいだろう　あや子

飲み時間微妙に違う京阪神　武彦

失言はないがメモばかり読んでいる　常男

もう一本運河を造る案浮かぶ　秀夫

ないはずのないワクチンのない不思議　万彩

しょう事なしに白黒つけた「黒い雨」　廣子

自粛しているので食事作らない　克子

言いそびれたこと積み残し半夏生　洋志

逝くのなら妻が覚えている内に　頼夫

あおげば尊し小型扇風機　螢柳

内村も頼戸も三宅も消えた夏　八斗★

倒立も静止も決めた赤トンボ　茶助
ステイホーム増えた酒量とひとり言　和美

父ちゃんは生ワクチンだアルコール　ばっは

熱中症マスクの下が辛すぎる　寿子

謝罪する頭が深く長くなる　俊一

バットマン黒マスクがやけに増え　洋二

へっぴり腰の天神さんも又中止　唯修

気まぐれで入った酒場恋拾う　清

先祖から盆には帰らぬとの便り　正治

身ぐるみ追剥に合う猛暑日　全澄

桃太郎も敬語でキジに話しかけ　紘一

チャイコフスキー国の国旗掲揚　恵津子

行詰まり政治を継いで行詰まる　鈍甲

モネちゃんの笑顔が朝の癒しです　順久

サナダ虫飲んで育てた博士逝く　紀子

モンゴル勢が乗っ取った名古屋場所　久美子

生命線見てから執刀する外科医　ふじのひろし

蝉という俳優路上にて憤死　くんじろう

利尿剤よりは赤ワインを少し　一筒

課題吟「道具」　市井美春選

肥後の守あれば凡その用が足る　はな

再選へ道具にされる金メダル　漫遊

真打ちの扇子がうまい蕎麦を食う　武彦

子沢山の我が家支えたお針箱　ばっは

ミサイルを道具に北のしたたかさ　堅坊

便利グッズ百均マニア飾る部屋　和美

包丁を研いで明日を整える　誠

文春を攻める道具にする野党　順久

神の手をスルリ原子という道具　克己

名人の道具余念のない手入れ　尚

お月様ゴロン道具は使わずに　心平太

子が巣立ち物置き台になるピアノ　常男

大工道具全部ゴミだと妻は言う　秀夫
論証をみちびいてゆく顕微鏡　秀子

ゴルフバック倉庫の奥で泣いてます　唯修

使わない昭和の道具捨てられず　正

ゴールデンバットが匂う父の鎚　おさ虫

お華は裏千家お茶は未生流　一筒

権力の道具にされた有識者　淳

里帰りする度懐かしい道具　八斗★

家一軒建ちそう揃う道具箱　螢柳

カンナから香り巻きつけカツオ節　幸三

上達願い習い袋に守り付け　洋二

金儲けの道具にだけはならんとこ　康信

小道具が欠けて修羅場の二つ三つ　洋二

太公望釣りを道具に就活へ　一晃

孫と一緒に買って楽しむタコヤキ器　あや子

草刈り機休みたい日もあるだろう　ダン吉

道具見て腕前を知り人を知り　勝久

盆栽の七つ道具と小半日　紀乃

定年まで故障なき様持たせます　ゆみ

いい道具持っているけど使えない　朝子

メルカリに出してみようか杵と臼　完司

火を使うヒトが愚かなこともする　克子
鑑定の結果はゴミになる道具　万彩

ここち良い櫛の流れと母の指　光代

句会への七ツ道具はぬかりなし　美智代

引き揚げて道具を一つづつ揃え　俊一

孫の手の代わりになれる鯨尺　久美子

内緒事お道具箱にぽんと入れ　登美

ピンボケで顔の道具が救われる　ふじのひろし

目元だけ毎日使う熊野筆　省三

セールスの道具に向いている目鼻　頼夫

本マグロ釣れる遠具で鯵を釣る　正和

箒星自分のゴミは掃除せず　信二

夫という道具このごろ錆びてきた　紘一

マンネリを知っているのはフライパン　信子

道具箱すべてにチエという名前　知栄

弟よ父の砥石はまだあるか　恵津子

耳かきは個人情報管理する　美春
　　新葉館さんへ

締め切り・選者・送付・受付などの項目は、信子さんが作成し、そちらに発信されます。

お願い

一階八斗？　　　？の「ろく」が出ません。

修正　よろしくお願いいたします
